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矢野矢容衣

はじめに

イギリスの有名な説というと、ロンドンの下町言葉であるコックニ

ー説 (Cockney) や上流階級の英語である容認発音 (RP:Received 

Pronunciation)が挙げられる。しかし、 1980年代初頭にエスチュアリー・

イングリ ッシュ (EE:Estuary English) の存在が発表されて以降、イギ

リスにおける EEの存在感は増し続けている。EEは、 Cockneyを基にイ

ギリス南東部の説や RPの要素も加味された説である。イギリスにおけ

るこれまでの説は地域的な説と社会的な説で構成されていたが、 EEは

それらの垣根を越えた説に成長し続けている。ロンドン大学のウェルズ

教授 (1.C. Wells)は、「ロンドンの何百万もの若者はいつの日かクイーン
(1) 

ズイングリ ッシュに取って代わるかもしれない発音で話し始めている」

と述べている。また、 Trudgill(2002 pp. 176-177) は、著書の中で“The

first is that RP is disappearing; the second is that RP is being replaced by a new， 

potentially non-regional accent."と記している。これら二人の言語学者が

指摘する新しい説こそ、 EEなのである。

本論文では、映画『ロイヤル・セブンティーン(英題名 Whata Girl 

Wants) .JJに登場するイアン・ウオレス(IanWallace)の話す言葉に注目
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し、その言葉がEEの影響下にあるのか否かを検討する。イアンは、ロ

ンドンに住む若者という設定である。一般的に映画の中に登場する配役

は、映画を見ている者に違和感を与えぬよう、その地に住む人々の特徴

をつかんでいる。言葉にも同様のことが言えよう。言い換えれば、イア

ンの話し言葉を検討することによって、 EEがどれほどロンドンの若者

の聞に普及しているかを観察することができる。

第1章 『ロイヤル・セブンティーン』について

『ロイヤル・セブンティーン』は 2003年に DennieGordon監督によ

って製作された映画である。この映画は、 WilliamDouglas Homeによつ

て書かれた

Vincent Minn即1児elli監督が製作した映画“TheReluctant De訪bzωJt.α仰nte"のリメイ
(2) 

クである。

映画『ロイヤル・セブンティーン』は、ニューヨークに住むダフネ ・

レノルズ (DaphneReynolds)が、出生以来一度も会った事のないイギ

リスの有名な政治家である実父、へンリー・ダッシュウッド (He町 y

Dashwood) に会いに行き、伝統に彩られた英国社交界で大騒動を起こ

しながらもデビューを果たすというストーリーである。ニューヨークを

飛び出したダフネは、ロンドンでイアン・ウォレスに出会う。イアンは

ロンドンの下町で裕福とは言えない暮らしを送っているが、イアンの母

は上流階級の出身であり、イアンもまた幼少時代ノfブリックスクールヘ

通っていたという設定である。

ダフネが初めてイアンと出会った GreatBritain Grand Hotelは、イアン

がスタッフとして働くホテルである。映画に登場するこのホテルは、実

際には TheGlove Tavemという名のパブである。その住所 (8Bedale 
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Street， London SEl 9AL)からたどると、このホテルはロンドンの中心t也

からテムズ川を渡った対岸にある LondonBridge駅のすぐ近くに立地し
(3) 

ていることになる。加えて、映画の中で、イアンが帆船・カティーサー

ク (c凶 ySark)近くの公衆電話からダフネに連絡を取るシーンがある。

カティーサークが置カ亙れているのは、ロンドン中心部から東に少し離れ

たグリニッジ地区(Greenwich)である。これらのことから推測すると、

イアンの生活範囲はホテルのあるサザーク地区 (Southwark)やグリニ

ツジ地区などロンドン市内一帯であると考えられる。

イアンを演じた OliverJamesについても触れておく必要がある。

Oliver Jamesは、 GreaterLondon (ロンドンを中心とする州)の南部に隣

接する Su町ey州 Ottershawの出身である。俳優としてデビューするまで
(4) 

Oliverは、 Surrey州の GuildfordSchool of Actingで演技を学んでいた。

EEについては後述するが、 Su町ey州、!というのはまさに EEが発展した

地域の一つである。

第2章 工スチュアリー・イングリッシュについて

エスチュアリー・イングリッシュを日本語訳すれば、 ii可口域英語」と
(5) 

なる。 「河口域」とはテムズ川 (TheThames)の河口を指す。つまり、 EE

とは、テムズ川の河口域で話されている英語ということになる。この EE

という名前は、 1984年に TheTimes Educationα1 Supplement 01 19 October 

において DavidRosewameが造語として用いたことが始まりとされて
(6) 

いる。 McArthur(2002 p. 59 1. 36) はEEについて、“Thisacce凶 wasnot 

new， but had not been much discussed before this point."と述べている。しか

し現在では、 EEはイギリスにおいて最も存在感がある説として注目を

浴びるようになった。このような EEの発達は、イギリスにおける地理
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的および社会的要因の組み合わせによるものと考えられている。

まず、地理的要因について記す。地理的要因を繕くと、 EEの誕生に

結び、つく。 EEが発達した背景には、ロンドン市民およびロンドン郊外

の住民の移動が大きな影響をもたらしている。この移動というのは、 2

種類に分類される。一つは第二次世界大戦後の移住であり、もう一つは

交通網の整備がもたらした通勤移動である。

第 2次世界大戦後ロンドン市民が様々な理由で都心を離れ、エセック

ス、ケント、サリ一、ハートフォードなど HomeCountiesと呼ばれる各

州に移り住んだ。その後、ロンドン周辺の町に移住したロンドン市民た

ちは、移り住んだ町で生活するために自分たちの説である Cockneyを

修正した。そして、その結果、移り住んだ町の住民たちが話す説りにも
(9) 

影響を与えることになった。

Crystal (2003 p. 327) は、 EEがさらに広範囲に広まった理由として、

近年の高速道路と鉄道網の発展を挙げている。交通網が発達することに

より、 Hull，York， Leeds， Manchester， Liverpool， Bristolなどの都市がロン

ドンへの通勤圏となった。広がった通勤圏は、ロンドンの説を他地域ヘ

持ち帰るという結果を生んだ。 Crystal(2003 p. 327 1l. 27-30) は、“the

mOffiing and evening仕ansportroutes to and企omthe capital ca汀ymany people 

who speak with an accent which shows the inf1uence of their place of work."と

述べている。

次に、 EEの発展に深く関わった社会的要因について述べる。 EEが発

展する社会的要因とは、 RPを取り巻く社会の変化と言える。近年、イギ

リスにおける社会的地位は いわゆる階級社会の崩壊によって、出身階

級に捕らわれることが少なくなったとされる。以前は要職に就くために、

自分の説を上流階級が用いる RPに矯正する必要があった。しかしここ

20年間、下層中流階級出身者が要職に就く機会が増えたことからも覗

えるように、あえて RPに矯正する必要性が失われたのである。このこ
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とについて Trudgi11(2002) は、“the貯 accentis no longer the necess町
。1)

passport to employment of certain sorts that is once was.ぺ“EvenConservative 

Party politicians no longer have to strive for RP accents， as a recent 
(12) 

Conservative Prime Minister once did."と述べている。 Crystal(1989 p. 64 

11. 30-31) は、 RPは単に話者の受けた教育と社会的背景を語るだけで、

もはや社会的エリートを保護するものではないと指摘している。
03) 

また、ヴィクトリア朝後期には地域的な説は汚点とされており、地

域的な差がないという理由でイギリスの BBC(British Broadcasting 

Corporation)がRPを採用した。しかし、近年になると、 RPを採用して

きた BBCでさえ、出身地域の説を話すアナウンサーを数多く登場させ
制

るようになった。このような RPを取り巻く環境の変化は、 RPが持つ

イメージによるものも大きい。 RPは‘posh'or‘distant'というイメージ

を聞き手に与える。一方、 EEは、‘warm'and ‘customer -friendly'という
(15) 

イメージを聞き手に与える。 Cruttendenは、“Es加aryEnglish is said to be 

being adopted by those wishing to avoid the stigma of RP as‘posh' and by 

upwardly mobile speakers of local dialect."と述べている。このような RP

を取り巻く環境変化の結果、中流階級に属する人がわざわざRPに矯正

する傾向は減り、そのまま EEを使う話し手が増えたのだと思われる。

一方、 RP話者の中には、 EEの要素を取り入れる傾向が見られるように

なった。 Crystal(1989 p. 65 11. 36-37) は、 EEの誕生について“various

features oftraditional London English (Cockney) have merged with RP or with 

local regional accent."と記述している。また、寺津 (2002p. 22911. 20-23) 

は、 EEについて「一般的に河口域英語は容認発音とコックニーの中間

として位置づけられている。社会的にも中立的な意義を持ち、そのため、

『階級なき社会』の象徴的存在として捉えられることが多い」と述べて

いる。

これまで述べてきたように、 EEは地理的および社会的要因を経てイ
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ングランド南東部で大きな影響力を持つようになった。加えて、今日の

EEは、イングランド南東部のみならずイギリス全土においても影響力

を持っている。地理的要因のなかで、交通網の発達により通勤圏が広が

るに連れ、都市部の説を居住地に持ち帰った結果、都市部の説が郊外の

町にも広がったと紹介した。しかし、これはロンドン周辺部だけの話で

はない。実は、パーミンガム、リパプール、マンチェスターなど大都市
(1カ

近郊でも同様の現象が起きている。ところが、ロンドン以外の都市部の

説は、 EEのような影響力を持っていない。 Trudgill(2002 p. 178) は、

この違いを①EEが発達したイングランド南東部は、イングランドにお

ける人口が最も多い地域であり、②そのイングランド南東部というのは

情報の発信地であるためとしている。

第3章 エスチュアリー・イングリッシュの発音

Trudgill (2002 p. 178 11. 7-8)は、 EEの発音について“EstuaryEnglish 

has obvious southeast of England fea同res."と述べている。また前述の通り、

かつてロンドンに住んでいた人々の移動によって EEが発展したため、

EEは多くの Cockney要素を含んでいるとされる。
(18) 

EEの発音上の主な特徴は、以下の通りである。

(ア)frequent use of? for syllable-final t. 

(イ)vocalization of 1， i.e. the use of a vowel or semivowel of the 0 type in 

place of a dark 1， thus milk mIOk， table IteIb o. 

(ウ)use oftJ and Cちinplace of tj and 乱thus加netJu:n， reduce dcsu:s. 

(対は、 /tJの代わりに声門閉鎖音 (Grottalstop) /? /を用いる/tJ-glottalling
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である。声門閉鎖音は Cockneyでも見られる特徴であるが、 Cockney話

者の使用頻度に比べると、EE話者はより少ない。例えば、“InScotland 

the buEer and the wafer抗 absol時 lyou!standing." (下線部は RP話者が/tI

と発音する箇所)という文において、 EE話者は Scotlandの/tIと

ou!standingの/tIを声門閉鎖音に置き換える可能性がある。一方、
(19) 

Cockney話者は、全て声門閉鎖音に置き換えるのである。加えて、

Cockney話者が母音聞の /tIを/7/と発音する(例:buttedbAtg/→I'bA7.g/) 

のに対し、 EE話者はこの条件で声門閉鎖音に置き換えない。 EE話者が

声門閉鎖音で発音するのは、語尾または子音の前の /tIである(例:

Gatwickl' gatwrk/→I'gぉ?wrki)0 Cockney話者もこの条件で声門閉鎖音を

用いる。

(イ)は、/1/を母音化する/1/-vocalisationのことである。これは dark/1/を

母音を用いて有声音化するものである。この特徴は、 Cockney話者にも

見られる。

(坊は、 Yod-coalescenceであり、この特徴は Cockneyの/j/の脱落に由

来する。 Cockneyの場合、/り/が/す/とならず、単に /tIとなる。そのた

めCockney話者がtuneを発音した場合、/刷出となる。

その他にも EEには、二重母音の性質など様々な特徴が挙げられるが、

Cockneyの特徴と共通するものが多い。しかしながら、 UlrikeAltendorf 

の研究によると、 CockneyとEEの境界を見極める上で TH企ontingを判
帥

断材料とすることが有益であるとされる。 Cockney話者は、 thを/8/また

は/δ/と発音するところを/町、 /v/と発音する。しかし、 EEはTH仕onting

を用いないことがUlrikeAltendorfの研究で分かっている。

Ulrike Altendorfがまとめた EEとCockneyの違いは、下表の通りであ

る(表 1)。
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an 
表 1 EEとCockneyの特徴

Phonetic markers (Wells 1998) Exαrmple EE Cockney 

TH fronting [lfIIJk] for think + 
/tJ-glottalling in intervocalic 

position 

['bA?;}] for butter 
+ 

/tJ-glottalling finally etc. [lga?wIk] for Gatwick + + 
vocalization of preconsonantal ['miok] for milk 

+ + and prepausal /V (‘dark /11') ['pi:po] for people 

第4章イアンの発音分析

表 lを参考にして、イアンの言葉が EEであるか否かを分析する。な

お、 vocalizationof preconsonantal and prepausal /11に該当しそうな単語の

数が極めて少ないため、今回の分析では表 lに載っている vocalization

of preconsonantal and prepausal /1/以外の特徴について調べることにする。
ω 

分析は DVDIT"ロイヤル・セブンティーン」を基に行った。各表の Chapter

とは、 DVDを再生する際のチャプターを示す。

①TH fronting 

はじめに、イアンの発話のうち、本来/8/または /d/と発音されるべ

き単語を含む発言を下表にまとめた。下表の中で下線を引かれた箇所は、

RP話者が/8/または /d/と発音するところを示す。

Chapter イアンの発話

Come on， l' 11 show you around. So生ekitchen's !hrough !here. Common 
4 room's down生ehall. 1 should wam you，生edog and bone's on血e
blink and we've no lift here. 

4 We better take !his slowly. 

5 
Daphne， he's your fa!her. You've f10wn halfway around the world to see 
him. 
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5 Yeah， well， you got a point血ere.

8 This is Ian Wallace. 

9 All right， chill out， mate. You don't own生eplace. 

14 Outside? On the terrace? 

14 
So let me guess. You'll disappear again wi血outso much as a glass 
slipper? 

14 
It's not gonna liven up生isparty，生ough.Poor girls. 1 feel soロyfor 
them. A dad like this will send them back to social Siberia. 

14 Okay， guys. One， two，血ree，four! 

16 I'm a musician. 1 was at生eball last night. 

16 
Eloping toge生er?Yeah. 1 realize it's a bit sudden， after last night， .fuere 
really was no tuming back. 

17 Nice. Thank you. 

17 Okay，生at'sit. Now gently slide your foot back. 

17 
So much for gently. Hold生is.You go伽血inkgrace. You go伽生ink
poise. You go伽生inkbalance. Observe. 

17 
Well， ifyou really want to know， believe it or not.... my mo.fuer was a 
deb. 

Yeah，and生enshe chose to ma町ybenea.fu her. Her parents promptly 

17 
disowned her. But for some reason生eytook pity on me， .fueir half-breed 
grandson. They paid for me to go to生eright schools. They got me into 
all生eright clubs. Until one day 1 realized生ehypocrisy of it all. 

17 
工hey'repoor as church mice and生ey're生ehappiest people 1 know. 
Now， enough stalling. Get up生ereand let me see you perform. 

17 Okay. Find your centre. Good. That's it. Okay. Now. 

18 You better be. There's more repo巾 rs血anusual. 

18 
What's虫ematter? Army， Thought our competition ended in lower 
school. 

21 That's okay. I'll wait for you to get changed. 

22 
1 don't want to hear about it， Daph. What happened to生eold you? The 
real you? Okay， lads， let's pick up生etempo. 

24 
And now ladies and gentlemen， traditional fa血er-daughterdance. Lord 
Dashwood? 

DVDによ る聞き取りを行った結果、すべての下線部において TH
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合ontingは確認できなかった。

このことから THfrontingから判断する限り、イアンの説は Cockney

説の要素を含んでいるとは言えないことになる。

②/tI-glottalling in intervocalic position 

次に、母音聞に /tIが合まれる単語を発言した箇所を下表にまとめた。

下線部は母音に挟まれている /t/を示す。

Chapter イアンの発話

4 We be.!!er take this slowly. 

14 
lt's not gonna liven up this paey， though. Poor girls. 1 feel so町 for
them. A dad like this will send them back to social Siberia. 

17 
So much for gently. Hold this. You go.!!a think grace. You go笠athink 
poise. You go.!!a think balance. Observe. 

Yeah， and then she chose to marry beneath her. Her parents promptly 
17 disowned her. But for some reason they took pi!y on me， their half-breed 
grandson. 

18 You be.!!er be. There's more repoI1ers than usual. 

18 
What' s the ma.!!er? Army， Thought our compe!ition ended in lower 
school. 

22 It's your paey. You can do wha!ever you want. 

24 
And now ladies and gentlemen， traditional father-daugh!er dance. Lord 
Dashwood? 

聞き取りの結果、ここでも TH仕ontingと同様に、母音聞の/tI-glottalling

が確認できなかった。母音聞における /t/-glottallingは、 EEにはない

Cockneyの特徴であるため、イアンの発音に母音間の/tI-glottallingが確

認されなかったということは、少なくとも母音間の/tI-glottallingという

観点から見る限り、イアンの説は Cockney説の特徴を有しているとは

言えない。



151 

③/tI-glo壮allingfinally etc. 

最後に、標準的な発音において語尾または子音の前に /tIが発音され

る単語を含む台詞を下表にまとめた。下線部は、語尾または子音の前の

/tIを示す。加えて、聞き取りの結果/tI-glo抗allingが確認できた箇所を太

字で示す。

Chapter イアンの発話

Come on， I'll show you around. So the kitchen's through there. Common 

4 room's down the hall. 1 should wam you， the dog and bone's on the 

blink and we've no 1ift here. 

5 Yeah， well， you go! a poin! there. 

9 No， 1 don'!， bu! she's a friend ofmine. 

9 羽市at?

9 All righ!， chill ou!， ma!e. You don'! own the p1ace. 

14 Outside? On the terrace? 

14 
So 1e! me guess. You'll disappear again withou! so much as a glass 

slipper? 

14 Well， firs! of all， 1 could ge! fired. And second of all， 1 cou1d ge! fired. 

14 Okay， 1et' s do i!. 

16 I'm a musician. 1 was a! the ball1as! nigh!. 

16 
E10ping together? Yeah. 1 rea1ize it's a bi! sudden， after 1as! nigh!， there 

really was no tuming back. 

17 Okay. So， wha! we need's a 1i竪1echeering up， righ!? 

17 Behave like wha!， exac!ly? 

17 Okay， that's i!， Now gen!ly slide your foo! back. 

17 
So much for gen!ly. Ho1d this. You go仕athink grace. You gotta think 

poise. You go悦athink ba1ance. Observe. 

17 
Well， ifyou really wan! to know， be1ieve i! or no!.... my mother was a 

deb. 

Yeah， and then she chose to marry beneath her. Her parents promp!ly 

17 
disowned her. Bu! for some reason they took pity on me， their ha1f-breed 

grandson. They paid for me to go to the righ! schoo1s. They go! me into 

all the righ! clubs. Unti1 one day 1 rea1ized the hypocrisy of i! all. 
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17 
They're poor as church mice and they're the happies! people 1 know. 
Now， enough stalling. Ge! up there and le! me see you perform. 

17 Okay. Find your cen!re. Good. That' s i!. Okay. Now. 

17 
You know wha! 1 still don'! ge!? Why are you trying so hard to fi! in 
when you're bom to stand ou!? 

18 
What's the matter? Army， Though! our competition ended in lower 
school. A台aidshe migh! prefer musicians to Cambridge boys? 

21 That's okay. I'll wai! for you to ge! changed. 

21 Yeah， bu!'へ

21 Cool. Jus! call me Daphne re-inhabits your body. 

22 !t's your party. You can do whatever you wan!. 

22 
1 don'! wan! to hear about i!， Daph. Wha! happened to the old you? The 
real you? Okay， lads， let's pick up the tempo. 

24 
And now ladies and gen!lemen， traditional father-daughter dance. Lord 
Dashwood? 

27 May 1 cu! in? 

上の表にある通り、イアンの発話の中で、語尾または子音の前の/ぜ

において、/t1-g1ottallingがいくつか確認できた。RPにおいて語尾または

子音の前に /νを発音する単語は、全部で63単語ある。これらの単語の

うち/t1-g1ottallingが起きたのは18単語であった。つまり全体の28.5パー

セントが/t1-g1ottallingしたことになる。

④分析結果

ここまで、行った3つの特徴に関する分析結果を表 1に付け加えると、

次のようになる(表 2)。

表 2 EEおよびRPと調査結果

TH fronting 

/t1-g10ttalling in intervocalic position 

/t1-g10ttalling finally etc. 
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表2を見て分かるように、イアンが話している言葉の特徴がEEに近

いことが分かる。特に③/tI-glottallingfinally etc.の分析では、イアンの

発音において声門閉鎖音が現れる確率が28.5パーセントであったことに

注目したい。 Cockney話者ならば全ての/νを声門閉鎖音に置き換える

ところであるが、イアンは 3回に 1回置き換える程度であった。語尾ま

たは子音前の /tIに関しては、非常に EEの特徴を表していると考えら

れる。

今回の分析では、調査対象となる単語数が少ないことや分析を行った

EEの特徴も 3つに限定したため、明確にイアンがEEを話していると

断言するに至らない。しかしながら、この分析結果から、少なくともイ

アンが話す英語は、 Cockneyよりも EEに近いと明言できるであろう。

仮にイアンという配役がロンドンの若者の特徴を捉えているとするなら

ば、現在のロンドンの若者たちは、かつて街中で使われていた Cockney

ではなく、 EEを使っている可能性が極めて高いと言えよう。

第5章まとめ

今回の論文では、/tI-glottallingとTHfrontingを取り上げてイアンの話

し言葉を分析した。その結果、イアンの話し言葉は Cockneyではなく

EEである可能性が高いことが分かった。 一方で、分析するにあたって、

多岐にわたる特徴のごく一部しか用いることができなかった点が今後の

課題である。加えて、今回はEEとCockneyからの切り口でイアンの話

し言葉に焦点を当ててみたが、イアンが話す言葉には RPの影響も考え

られるため、 RPからの切り口も今後考えてみたい。

最後に、イギリスにおける説の変化は、近年さらに加速しており、現

在大きな影響力を持つEEが将来どのような地位に納まるのか興味が湧
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くところである。ロンドンに居住する移民および外国人者数が増加傾向

にある。これまでイギリスにおける説は、イギリス人の中で変化してき

たが、これからは移民および外国人によって新たな説が発達する可能性

がある。実際、 2006年頃からジャマイカや西アフリカ出身者が話す英

語から発展した Jafaicanと名づけられた説が、ポスト・エスチュアリー
間凶

として注目され始めている。今後、イギリス圏内における移民の割合が

さらに増せば、 RPや EE以上に影響力を持つ説が現れるかもしれない。
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